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特
集心

動
か
す
そ
れ
ぞ
れ
の
夏

Z6III・NIKKOR Z 35mm f/1.2 S・f/1.2・1/200秒・ISO125

人
と
向
き
合
う
距
離
で

息
づ
か
い
ま
で
写
し
取
り

と
き
に
背
景
を

大
胆
に
取
り
込
み
な
が
ら

旅
先
の
日
常
を

ド
ラ
マ
へ
と
変
え
て
い
く
。

N
IK
K
O
R
35m
m
f/1.2

S

が

描
く
光
景
は

ま
る
で
映
画
の

ワ
ン
シ
ー
ン
の
よ
う
だ
。

上田晃司 NIKKOR Z 35mm f/1.2 S



旅が大好きだ。写真と旅はとても相性がいい。どこへ行ってもホテルは「眺めのいい部屋」に泊まることにしている。
そして、到着すると窓からの風景を必ず撮る。 その地を俯瞰して、少しでも理解するためにおこなうルーティーンだ。
ベトナムのリゾート地ダナン、夕方ホテルに着いたら海岸から海原にかけて墓標のような建物の影が長く伸びていた。
Z5・NIKKOR Z 24-50mm f/4-6.3・プログラムオート・ISOオート
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表紙写真  渡辺可緒理
夏、小樽堺町通り商店街の出世前広場
に装飾される和傘。日中は撮影スポッ
トとして多くの観光客が訪れますが、
夜には昼間の賑わいが嘘だったかのよ
うに静寂に包まれます。風が吹けば、
傘がかすかに揺れる音だけが響く。眠
りにつきそうな小樽の夜の街の情景を
とらえた一枚です。
Z8・NIKKOR Z 24-70mm f/2.8 S・
f/4.5・1/15秒・ISO320

写真・解説　佐藤仁重／あき／森 誠／渡辺可緒理

青木竹二郎／中野 剛／木下一浩／入山洸希
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65  会員限定 特別販売／
 「Hello！ニッコールクラブ」イベントレポート

66  大好評！「プラザ点検パック」 体験してきました！

68  NCニュース

70  PHOTO HUB 活動レポート

74  会員写真展　PickUP！
 「Pakistan―周縁から都市へ」中沢賢治
 「郊外断章」後藤安男
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 「はじめてのポートレート写真♪ 
 １日体験講座」水野真澄
 「Z CINEMA 『ZR』で学ぶ 
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46 モノクローム部門
　　    選評：小林紀晴

54 ネイチャー部門
　　    選評：秋山華子  

62 得点表

64 予選通過者一覧 

	 作品

06 THE GALLERYセレクション展
 「南極にて ─第66次観測隊同行記録─」
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 NIKKOR Z 70-200mm f/2.8 VR S Ⅱ　
 上田晃司
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20 新製品の開発秘話、教えてください!  開発者Special Interview
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 三好和義

第74回ニッコールフォトコンテスト作品募集

ニコンサロン ハナブサ･リュウ写真展「N’oublie pas ─わすれない─」

受賞者はいま【第73回ニッコールフォトコンテスト】



Z6 III・ Z 24 -120 mm f/4 S・
f/11・1/640秒・ISO250
（撮影：森 誠）



レンズ越しの夏景色はどこまでも澄み渡り、時にドラマチックを加速させます。
「透明感を強調したアクアリウム」や「夏の光と影が織りなす造形美」。
さらには「水辺の清涼感あふれるスナップ」、「ドラマチックな夜の色彩」と、
Zシリーズの描写性能を最大限に引き出した、夏の競演をお届けします。



C
h

a
p

te
r 1

テーマは影。影を活かした撮影というのがメインですが、影の中で光を活かすというのもテクニックの一つ。オフィス
ビルの片隅で影の中に虹色に輝く光を発見。虹色を美しく魅せるために持っていた日傘を置き、その光を引き立てる
アクセントとして、通行人を取り入れました。　Z6III・NIKKOR Z 24-200mm f/4-6.3 VR・f/8・1/250秒・ISO360

影の中に潜む色彩

　

昨
今
の
夏
の
暑
さ
は
さ
す
が
に
異

常
で
、
外
に
出
る
の
を
躊
躇
す
る
人

も
多
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、

夏
な
ら
で
は
の
光
の
魅
力
も
忘
れ
な

い
で
い
た
だ
き
た
い
で
す
。
強
い
日

射
し
に
照
ら
さ
れ
た
被
写
体
を
露
出

を
丁
寧
に
狙
う
こ
と
で
、
よ
り
キ
リ

リ
と
し
た
絵
づ
く
り
に
繋
げ
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
強
い
コ
ン
ト
ラ
ス
ト

の
中
で
浮
か
び
上
が
る
影
の
存
在
を

活
か
し
た
構
図
づ
く
り
、
あ
る
い
は

露
出
づ
く
り
な
ど
、
い
ず
れ
も
大
切

な
工
程
に
な
り
ま
す
。
影
と
な
る
黒

の
描
写
を
潰
し
す
ぎ
な
い
よ
う
露
出

を
加
減
し
、
質
感
を
意
識
し
た
撮
影

を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

私
は
日
頃
か
ら「
光
と
影
」
を

テ
ー
マ
の
一
つ
と
し
て
撮
影
を
し
て

い
ま
す
が
、
自
然
が
作
り
出
す
影
の

形
は
、
時
間
や
光
の
強
さ
に
よ
っ
て

刻
々
と
変
化
し
て
い
き
ま
す
。
気
に

な
る
情
景
に
出
会
え
た
時
は
印
象
的

な
人
物
が
来
る
の
を
じ
っ
く
り
待
っ

た
り
、
自
分
の
立
ち
位
置
や
画
角
を

変
え
て
撮
影
し
た
り
、
そ
の
場
所
で

答
え
を
一
つ
に
決
め
ず
に
撮
影
し
ま

す
。
好
奇
心
を
持
っ
て
撮
影
を
す

る
こ
と
が
傑
作
の
一
枚
に
繋
が
る
と

思
っ
て
丁
寧
に
被
写
体
と
向
き
合
い

ま
し
ょ
う
。

　

街
ス
ナ
ッ
プ
で
は
機
材
を
シ
ン
プ

ル
か
つ
軽
快
に
ま
と
め
る
こ
と
が
多

く
、
レ
ン
ズ
は
広
角
側
で
撮
影
す
る

こ
と
が
好
き
で
す
が
、
建
物
な
ど
を

撮
る
時
に
縦
の
ラ
イ
ン
、
横
の
ラ
イ

ン
の
曲
が
り
に
つ
い
て
は
丁
寧
に
決

め
る
よ
う
に
気
を
つ
け
て
い
ま
す
。

広
角
レ
ン
ズ
を
愛
用
さ
れ
る
方
に
多

く
見
ら
れ
る
こ
と
で
す
が
、
中
途
半

端
な
曲
が
り
は
見
て
い
る
側
に
不
安

写
真
・
文
＝

佐
藤
仁
重

n i k k o r  c l u b



❶ 夏の強い光を“避けずに活かす”

❷黒を潰しすぎず影の質感を残す

❸  気になる情景では
立ち位置や画角を変えて探る

❹広角撮影ではラインの歪みに注意

❺  光の反射やシルエットを
構図に取り入れる

シルエットで際立たせる旅情 映り込みが広げるもう一つの世界

定
さ
が
伝
わ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
広

角
レ
ン
ズ
で
得
ら
れ
る
広
が
り
あ
る

構
図
、
奥
行
き
感
、
自
分
が
伝
え
た

い
ポ
イ
ン
ト
を
し
っ
か
り
写
し
出
す

た
め
に
も
、
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
の
四
隅

を
確
認
し
な
が
ら
落
ち
着
い
た
構
図

作
り
に
重
点
を
置
く
こ
と
が
大
切
で

す
。

壁面のアートと木漏れ日
ジリジリと照りつける強い日射しの昼下がり、
アートが描かれた壁に木々のシルエットが映る
面白い光景に出会いました。縦位置、横位置、
距離を変えてその出会いを大切にさまざまな角
度から撮影しました。お気に入りの一枚を狙
うまでの探究心が大切です。　Z6III・NIKKOR Z
24-200mm f/4-6.3 VR・f/8・1/250秒・ISO560

夏の青空は爽やかさを演出します。窓の向こうは発着航
路のようで、次々と行き交う飛行機を眺めている人物の
存在を観察しながら、露出をマイナス側へ少し補正し、
人物のシルエットや青空をくっきりと見せるよう調整して
飛行機がくるのを待って撮影しました。　Z6III・NIKKOR 
Z 24-200mm f/4-6.3 VR・f/8・1/1500秒・ISO100

光の中に人物をシルエットで狙う時は、その人物の動
きを観察して、その存在をしっかり活かしてとらえるこ
とが大切です。そして水たまりやガラスなど、光の反射
で広がる世界にも目を向けてみましょう。映り込みの
光景がまた違うシーンを描き出します。 Z6III・NIKKOR 
Z 24-200mm f/4-6.3 VR・f/8・1/250秒・ISO320

夏の陰影を活かすポイント5つ

PO I N T
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開放F2.8の望遠ズームレンズに、待望の新モデルが登場!
大幅な軽量化、描写性能・AF性能の向上など、あらゆる面で進化を果たしている。

軽量化と性能の進化を両立した望遠ズームレンズ

NIKKOR Z 70-200mm 
f/2.8 VR S Ⅱ

上田晃司＝写真・解説

うえだ・こうじ　米国サンフランシスコに
留学し、写真と映像の勉強をしながら、
テレビ番組、CM、ショートフィルムなどを
制作。帰国後、フリーランスのフォトグラ
ファーとして活動開始。ライフワークとし
て世界中の街や風景を撮影。近年では、
講演や執筆活動も行っている。

持
っ
た
瞬
間
に
実
感
で
き
る

前
モ
デ
ル
か
ら
の
軽
量
化

N
IKKO

R
Z
70-200m

m
f/2.8

VR
S
Ⅱ

は
、
前
モ
デ
ル
の
登
場
か
ら
約

6
年
ぶ
り
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
た

第
2
世
代
モ
デ
ル
だ
。
本
製
品
の
魅

力
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も
大
幅
な
軽

量
化
に
あ
る
。
質
量
は
三
脚
座
リ
ン

グ
・
保
護
カ
バ
ー
を
外
し
た
状
態
で

約998g

。
初
代
モ
デ
ル
の
約1360g

（
三
脚
座
リ
ン
グ
な
し
）
と
比
べ
る

と
、
約362g

の
軽
量
化
を
実
現
し

て
い
る
。
ま
た
、
三
脚
座
リ
ン
グ
装

着
時
で
も
、
初
代
の
約1440g

か
ら

約1180g

へ
と
大
幅
に
軽
量
化
さ
れ

て
お
り
、
手
に
し
た
瞬
間
に
そ
の
軽

さ
を
実
感
で
き
る
。

N
IKKO

R
Z
24-70m

m
f/2.8

S
II

と
組
み
合
わ
せ
れ
ば
、
初
期
型
の
大

三
元
標
準
ズ
ー
ム
と
望
遠
ズ
ー
ム
の

セ
ッ
ト
に
対
し
て
、
シ
ス
テ
ム
全
体

で
約4

0
0

〜5
0
0g

近
い
軽
量
化
と

な
る
。
2
本
を
Ⅱ
型
に
替
え
る
だ
け

で
機
材
全
体
の
負
担
が
大
き
く
減

り
、
撮
影
時
の
機
動
力
を
高
め
て
く

れ
る
点
は
、
大
き
な
進
化
と
い
え
る

だ
ろ
う
。

SSVCM

の
新
搭
載
で

AF

性
能
が
大
き
く
向
上

　

A
F

性
能
も
大
き
く
進
化
し
て
い

る
。
本
レ
ン
ズ
は
シ
ル
キ
ー
ス
ウ
ィ

フ
トV

C
M

（SSV
C
M

）
を
採
用

愛車のヘッドライトを点灯して撮影したが、メソアモルファスコートとアルネ
オコートのおかげで、フレアやゴーストはほとんど目立たず撮影できた。厳し
いシーンでも自由な構図で撮影できるのはとても助かる。
Z6Ⅲ・NIKKOR Z 70-200mm f/2.8 VR SⅡ・f/2.8・1/25秒・ISO100・WBオート

NIKKOR Z  70-200mm  f/2.8 VR S Ⅱ

型式 ニコンZマウント
焦点距離 70mm-200mm

最大口径比 1：2.8

レンズ構成

16群18枚（EDレンズ1枚、スーパーEDレンズ1枚、ED
非球面レンズ1枚、非球面レンズ2枚、蛍石レンズ1枚、
SRレンズ1枚、メソアモルファスコートあり、アルネオ
コートあり、最前面のレンズ面にフッ素コートあり）

画角 34°20′–12°20’（撮像範囲 フルサイズ/FXフォーマット）
／22°50′–8°（撮像範囲 APS-Cサイズ/DXフォーマット）

焦点距離目盛 70、85、105、135、200mm

ズーミング ズームリングによる回転式

ピント合わせ マルチフォーカス方式、
IF（インターナルフォーカス）方式

手ブレ補正 ボイスコイルモーター（VCM）によるレンズシフト方式

手ブレ補正効果 6.0段（中央・周辺）※CIPA2024規格準拠
VRモード NORMAL/SPORT

三脚使用時ブレ補正 有り

最短撮影距離
焦点距離70mm時：0.38m／焦点距離85mm時：
0.38m／焦点距離105mm時：0.5m／焦点距離
135mm時：0.6m／焦点距離200mm時：0.8m

最大撮影倍率 0.3倍（焦点距離70mm）
絞り羽根枚数 11枚（円形絞り）
絞り方式 電磁絞りによる自動絞り
最大絞り f/2.8

最小絞り f/22

フォーカス制限
切り換えスイッチ FULL（∞～0.38m）と∞–5mの2段切り換え

アタッチメントサイズ
（フィルターサイズ） 77mm（P=0.75mm）

寸法 約90mm（最大径）×208mm
（レンズマウント基準面からレンズ先端まで）

質量 約1180g（三脚座リング装着時）／約1030g（保護カバ
ー装着時）／約998g（三脚座リング、保護カバーなし）

n i k k o r  c l u b

VOL.35



最短撮影距離は70mmの時0.3m となっ
ている。最大撮影倍率は0.3倍と近接撮
影も余裕でこなせる。サイズ感が分かり
やすいように100円玉やフィルムを入れ
てみたが70mmでこれだけ大きく撮影で
きれば花や昆虫など撮影も余裕だろう。
Z6Ⅲ・NIKKOR Z 70-200mm f/2.8 VR S 
Ⅱ・f/16・1/100秒・ISO100・WBオート

F11まで絞り込んで撮影。逆光の
厳しいシーンでテストしてみたが、
逆光にも十分耐えている印象。画
像周辺まで非常にシャープでフェ
ンスや石畳のディテールを細部ま
でしっかり確認することができた。
Z6Ⅲ・NIKKOR Z 70 -200 mm 
f/2 .8 VR S Ⅱ・f/11・1 /200秒・
ISO100・WBオート

し
、
従
来
モ
デ
ル
比
で
約
3
・
5
倍

の
高
速
化
を
実
現
し
た
。AF

の
レ
ス

ポ
ン
ス
の
良
さ
は
撮
影
中
す
ぐ
に
体

感
で
き
、
ね
ら
っ
た
被
写
体
を
的
確

に
と
ら
え
る
こ
と
が
可
能
だ
。

　

AF

ス
キ
ャ
ン
タ
イ
ム
は
約
45
％
短

縮
さ
れ
て
お
り
、
手
前
か
ら
奥
、
あ

る
い
は
奥
か
ら
手
前
へ
と
移
動
す
る

被
写
体
を
追
従
す
る
場
面
で
も
、
ス

ト
レ
ス
な
く
撮
影
で
き
る
。
初
代
モ

デ
ル
で
もAF

レ
ス
ポ
ン
ス
は
十
分
に

優
秀
だ
と
感
じ
て
い
た
が
、
本
製
品

で
は
さ
ら
に
一
段
上
の
領
域
に
進
化

し
た
印
象
だ
。
ス
ポ
ー
ツ
や
ポ
ー
ト

レ
ー
ト
、
動
物
、
乗
り
物
な
ど
、
動

体
を
主
に
撮
影
す
る
ユ
ー
ザ
ー
に
と

っ
て
、
大
き
な
メ
リ
ッ
ト
と
な
る
だ

ろ
う
。

申
し
分
の
な
い

描
写
性
能

操
作
性
・
機
動
性
も
進
化

　

画
質
に
関
し
て
も
、
さ

ら
な
る
進
化
が
感
じ
ら
れ

た
。
レ
ン
ズ
構
成
は
初
代

の
21
群
18
枚
か
ら
16
群

18
枚
と
な
り
、
軽
量
化
に

貢
献
し
て
い
る
う
え
、
ク

リ
ア
で
抜
け
の
よ
い
描
写

を
実
現
し
て
い
る
。
蛍
石

レ
ン
ズ
、
ス
ー
パ
ーED

レ
ン
ズ
、ED

レ
ン
ズ
な

ど
を
採
用
し
た
贅
沢
な
レ
ン
ズ
構
成

に
よ
り
、
各
収
差
を
し
っ
か
り
と
補

正
し
、
非
常
に
シ
ャ
ー
プ
な
描
写
を

楽
し
め
る
。

レ
ン
ズ
に
は
メ
ソ
ア
モ
ル
フ
ァ
ス

コ
ー
ト
と
ア
ル
ネ
オ
コ
ー
ト
が
施
さ

れ
て
お
り
、
逆
光
耐
性
は
か
な
り
高

い
。
実
際
に
愛
車
を
撮
影
し
て
み
た

が
、
強
い
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
を
点
灯
し

た
状
態
で
も
、
フ
レ
ア
や
ゴ
ー
ス
ト

は
ほ
と
ん
ど
感
じ
ら
れ
な
か
っ
た
。

前
モ
デ
ル
で
も
同
じ
シ
ー
ン
を
撮
影

し
た
と
こ
ろ
、
フ
レ
ア
に
加
え
て
ゴ

ー
ス
ト
も
発
生
し
た
た
め
、
本
製
品

の
逆
光
性
能
が
い
か
に
優
秀
か
理
解

で
き
た
。

　

ほ
か
に
も
、
最
短
撮
影
距
離
は
広

角
端
70
㎜
時
で
0
・
38
m
、
最
大
撮

影
倍
率
は
0
・
3
倍
と
な
っ
て
お

り
、
近
接
撮
影
に
も
強
い
。
絞
り
羽

根
枚
数
は
11
枚
と
な
り
、
少
し
絞
っ

た
際
の
丸
ボ
ケ
も
よ
り
円
形
に
近
づ

い
て
い
る
。
レ
ン
ズFn

ボ
タ
ン
も
増

設
さ
れ
、
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
性
も
申
し

分
な
い
。
ま
さ
に
完
成
度
の
高
い
一

本
に
仕
上
が
っ
て
い
る
と
感
じ
た
。

　

前
モ
デ
ル
を
現
在
使
っ
て
い
る
方

は
も
ち
ろ
ん
、
最
高
の
画
質
と
機
動

力
を
求
め
る
多
く
の
方
に
お
す
す
め

で
き
る
レ
ン
ズ
だ
。
ぜ
ひ
一
度
、
そ

の
進
化
を
ご
自
身
で
体
感
し
て
い
た

だ
き
た
い
。
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阜
県
海
津
市
の「
今
尾
の

左
義
長
」
は
竹
神
輿
を
男

た
ち
が
担
い
で
集
ま
り
、

最
後
に
は
積
み
上
げ
て
御
神
火
で
燃

や
す
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
お
祭
り
だ
。

青
木
さ
ん
は
こ
の
お
祭
り
に
二
度
足

を
運
び
、
こ
の
三
枚
の
写
真
を
撮
影

し
た
。

「
初
回
に
行
っ
た
時
が
ロ
ー
ア
ン
グ

ル
か
ら
撮
っ
て
い
る
二
カ
ッ
ト
で
、

流
し
撮
り
で
撮
っ
て
い
る
の
が
二
回

目
に
行
っ
た
時
の
も
の
で
す
。
そ
の

日
一
日
で
六
〇
〇
カ
ッ
ト
く
ら
い
撮

っ
て
い
ま
す
ね
。
選
ん
で
い
る
の
は

一
六
五
カ
ッ
ト
で
、
そ
こ
か
ら
今
回

の
三
カ
ッ
ト
を
選
び
ま
し
た
」

　

連
写
は
無
闇
に
使
う
の
で
は
な
く
、

五
、六
カ
ッ
ト
に
と
ど
め
る
。
撮
り

た
い
一
瞬
を
狙
う
か
ら
だ
。
セ
レ
ク

ト
に
も
あ
ま
り
迷
わ
な
い
。

「
パ
ソ
コ
ン
に
取
り
込
ん
で
サ
ム
ネ

イ
ル
表
示
で
見
る
と〝
こ
れ
〞
と
い

う
一
枚
が
わ
か
る
。
撮
っ
た
時
の
感

触
と
大
体
一
致
し
て
い
ま
す
」

　

撮
影
と
セ
レ
ク
ト
で
終
わ
り
で
は

な
い
。
青
木
さ
ん
は
レ
タ
ッ
チ
を
重

視
し
、
レ
タ
ッ
チ
の
解
説
書
も
書
い

て
い
る
ほ
ど
だ
。

「
レ
タ
ッ
チ
に
力
を
入
れ
る
の
は
肉

眼
で
見
た
時
よ
り
も
さ
ら
に
印
象
を

強
く
し
た
い
か
ら
。
私
は
印
象
的
に

見
せ
る
た
め
に
逆
光
で
撮
る
こ
と
が

多
い
の
で
す
が
、
そ
の
ま
ま
で
は
背

景
が
白
く
抜
け
、
主
要
な
被
写
体
が

ア
ン
ダ
ー
に
な
っ
て
し
ま
う
。
そ
こ

で
レ
タ
ッ
チ
で
被
写
体
を
立
た
せ
て
、

空
は
抑
え
を
利
か
せ
ま
す
。
炎
の
色

も
元
の
デ
ー
タ
で
は
こ
こ
ま
で
赤
く

は
な
く
、
も
っ
と
薄
い
。
炎
の
部
分

に
マ
ス
ク
を
か
け
て
、
色
温
度
で
赤

み
を
少
し
足
し
て
い
ま
す
」

レ
タ
ッ
チ
の
コ
ツ
を
聞
く
と「
仕

上
が
り
の
イ
メ
ー
ジ
を
持
つ
こ
と
」

と
い
う
答
え
が
返
っ
て
き
た
。

フ
ィ
ル
ム
時
代
に
は
カ
ラ
ー
プ
リ

ン
ト
を
自
分
で
手
が
け
る
な
ど
、
色

の
研
鑽
を
積
ん
で
き
た
。
ニ
ッ
コ
ー

ル
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
の
初
入
選
は

一
九
七
七
年
、
二
十
五
歳
の
時
。
こ

れ
ま
で
六
十
五
作
品
が
入
賞
し
て
い

る
ベ
テ
ラ
ン
で
あ
る
。

「
コ
ン
テ
ス
ト
に
応
募
し
て
よ
か
っ

た
の
は
、
受
賞
を
き
っ
か
け
に
写
真

が
上
手
な
人
と
出
会
え
た
こ
と
で
す

ね
。
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
知
り
合

い
が
で
き
ま
し
た
」

テ
ー
マ
よ
り
も
画
に
な
る
瞬
間
を

追
い
求
め
る
。
そ
の
自
由
な
姿
勢
は

さ
ら
に
可
能
性
を
広
げ
て
い
る
。

「
デ
ジ
タ
ル
で
自
由
度
が
広
が
り
、

イ
メ
ー
ジ
に
よ
り
近
い
写
真
が
得
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
コ
ン
テ
ス
ト
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し

た
い
で
す
ね
」

あおき・たけじろう＿写真歴53年。1952年、神戸市生まれ。ニッコールフォトコンテストへは1975年に初応募、1988年だけ多
忙のため応募はできなかったものの、今まで50回応募。2015年ニッコールフォトコンテストで長岡賞受賞、著書にフォトレタッ
チ実践講座（日本写真企画社刊）。

「仕事を退職した現
在はOBならではの
暇な時を過ごしてい
ます」と青木さん。

自
由
部
門（
組
写
真
）入
選
作
家

FILE
01青

木
竹
二
郎

〝コンテストに応募したことで
北海道から沖縄まで
知り合いができました〟

第73回ニッコールフォトコンテスト
73rd NIKKOR PHOTOCONTEST

岐

「躍動する左義長」
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PHOTO HUB REPORT

山華子先生と一緒に花・植物
を撮影するワークショップを、
神代植物公園にて開催しまし

た。当日はあいにくの雨模様でしたが、
それぞれ傘やレインコートを身に着けて
しゃくなげ園→築山→宿根草園→大温室
と回りました。
　出発時は雨でしたが、しゃくなげ園を
過ぎる頃には小降りに。桜をはじめとす
る園内の花々はしっとりとした表情を見
せ、雨ならではの画作りに最適なコンデ
ィションでした。
　秋山先生は、雨天ならではのカメラ設
定や被写体の見つけ方を実演で教え、各
スポットで参加者の皆さんに丁寧にアド
バイス。学んだことをその場で試せる充
実した時間となりました。

ワークショップ 4月4日（土）

活動レポート

春を感じる1枚を撮影しよう！in東京・神代植物公園
秋山華子 先生

秋

（上）弥生2.0さん「語らい」
（右）toshiさん「もうすぐ」



Z6III・NIKKOR Z 35mm f/1.2 S・f/1.2・1/200秒・ISO125

人
と
向
き
合
う
距
離
で

息
づ
か
い
ま
で
写
し
取
り

と
き
に
背
景
を

大
胆
に
取
り
込
み
な
が
ら

旅
先
の
日
常
を

ド
ラ
マ
へ
と
変
え
て
い
く
。

N
IK
K
O
R
35m
m
f/1.2

S

が

描
く
光
景
は

ま
る
で
映
画
の

ワ
ン
シ
ー
ン
の
よ
う
だ
。

上田晃司 NIKKOR Z 35mm f/1.2 S




